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ZFのテクノロジーによる宅配便業界の課題を解決するソリ

ューション提案 

 
 自ら駐車スペースを探す自動運転機能付き配送トラックが運転手の

仕事をサポート 

 ゼロエミッションへの取り組み：電気自動車による都市部の大気汚染

と騒音の防止への貢献 

 クラウド上のアルゴリズムが運転手とお客様双方にとって理想的なル

ートをリアルタイムで計算し提供。 

オンライン通販の急速な成長により、2021年までにはドイツ国内で取り扱わ

れる宅配便の数は、40億個を超えると見込まれています。さらに、消費者に

よる配達場所および時間帯の選択に関する要望も高まっています。ZFの

「イノベーション・バン」は、こうした環境にある配送業界のニーズに自動運

転技術と電動化を通して応えます。またアルゴリズムを使い、お客様の要望

をリアルタイムで計算し、最も効率の良い配送ルートを提案します。 

 

 

ドイツの流通業界組織（Association for Package and Express Logistics）

による調査では、2017年には 33億個以上の宅配便がドイツ国内において

配送され、その数は今後も増加する見込みです。ひとりで毎日 200件の配

達を行うことも珍しくはなく、1件あたりの平均配達時間は駐車から実際に荷

物をお客さまに届けるまでを含めて 2～3分と言われています。ZFは 2016

年に実施した、将来の動向に関する調査において、「ラストマイル・ロジステ

ィックス」の課題に取り組み、顧客に荷物を届ける直前のプロセスについて

考察を行い、宅配便事業者向けのコンセプトカーを開発しました。「ZFの『イ

ノベーション・バン』には、宅配便業界の要望に応える機能が搭載されてい

ます。自動運転から電動化、そしてネットワーキングシステムまで、我々の

全てのノウハウを活用して都市内配送の多様な課題に対応するソリューショ

ンを開発しました」、と ZFのイノベーションマネージメント課長、ゲルハルト・

グンポルツバーガーは述べています。 

  

自動運転が可能な ZFのイノベーション・バン 

イノベーション・バンはレベル 4の自動運転機能を備えており、都市内を自

動で運行します。車線のラインが引いてない所でも正しいルートを走り、信

号機と道路標識を認識するとともに、突然の緊急事態にも対応することがで

きます。宅配便業者はタブレットを使った、リモートコントロールによって様々

な利便性を享受できます。もし二つの配達先がとても近くにあり、最も効率

の良い配達方法が徒歩の場合、イノベーション・バンはリードに繋がれた犬
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の様に配達を行うドライバーについて行きます。また駐車スペースがない場

合、車両を自動で次の配達先へ行かせ、自動で駐車スペースを探すことも

できます。 

 

ZFのスローガンである See, Think, Act とゼロエミッション 

幅広い分野にわたる技術を搭載したイノベーション・バンは、ZFグループの

「見て、考えて、動かす」という考え方を具現化したものです。カメラ、レーダ

ーとライダーから構成されるセンサーシステムによって、この配達用バンは

常に車両の周辺環境を完璧に把握します。ZF ProAIというコンピューターは

センサーが提供するデータを処理し、刻一刻と変化する複雑な交通状況に

対しても常に適切な対応をします。電動パワーステアリングや「IBC」と呼ば

れる統合ブレーキコントロールシステムなどの洗練されたシステムは、ZF 

ProAIからの指示により常に適切に対応します。また ZFの乗用車及び商用

車向け電動パワートレインは、ゼロエミッションに貢献します。 

 
 

スマートアルゴリズムの活用によって、荷物の最適な配達ルートを提案 

ZFのイノベーション・バンはクラウドを活用したサポートシステムにアクセス

することで、常に最も効率の良い配送ルートを提案します。システムには目

的地や配達希望時間、生ものの場合は品質保証期間など、車両に載せた

荷物の情報がインプットされています。「アルゴリズムはこれらの情報と交通

状況や配達に必要なエネルギー消費量などを加味して、理想的な配達の順

番をリアルタイムに算出します。荷物自身がお客様までの最適な路線を決

め、車両はそれに従うのです」とプロジェクトマネージャーのゲオルグ・ミハッ

チュ（Georg Mihatsch）は説明します。  

 

配達時間や場所の指定に関する自由度 

このクラウドを利用したサポートシステムは、アプリを利用して荷物が現在ど

こにあるのかを把握したり、直前でも配達場所や時間を変更することが可能

です。例えば不在時には荷物の受け取りを隣人にお願いしたり、帰宅が遅

れる場合に配達時間を変更したりといった柔軟な対応が可能です。これらの

機能は配達業者にとっても待ち時間短縮や再配達の無駄をなくすことがで

きるなどのメリットがあります。 
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本件に関するお問い合わせ先： 

Robert Buchmeier, Head of Technology and Product Communications, 

Heritage Communications, 

Tel.: +49 7541 77-2488, e-mail: robert.buchmeier@zf.com 

 

Frank Discher, Technology and Product Communications, 

Tel: +49 7541 77-960770, e-mail: frank.discher@zf.com 

 

コーポレート・コミュニケーション 中村典子 

JapanPresse.TKY@zf.com 

 
 

ZF Friedrichshafen AGについて 

ZFは 駆動系、シャシ・テクノロジーおよびアクティブ&パッシブ・セーフティ・テクノロジーの分

野で世界をリードする自動車関連部品のグローバル・サプライヤーです。総従業員数はおよ

そ 14万人、世界 40 カ国に 230 の生産拠点を展開しています。2017 年のグループ総売上は

暫定で約 360億ユーロです。新たな価値を生み出す革新的な製品を提供し続けるため、ZF 

では毎年、総売上の約 6パーセントを研究開発に投資しています。また、ZF は、世界最大の

自動車サプライヤーの 1 社です。 

 

ZFは、くるまの「見て、考えて、動かす(see, think, act)」を可能にします。その技術により、ZF

はビジョン・ゼロ（交通事故ゼロ）やエミッションフリーのモビリティの世界に向けて取り組んで

います。 幅広いポートフォリオを持ち、自動車、商用車、および産業技術分野におけるモビリ

ティとサービスを進化させていきます。 

 

プレス関係者向け詳細情報および画像データ等はこちらをご覧ください www.zf.com 
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